

























































































































NS 名詞 ナ形 イ形 動詞 合計 基本形 タ形 合計
段階① 5 1 3 17 26 20  6 26
その先生は （15.0） （4.0） （12.0） （65.0） （100.0） （77.0） （23.0） （100.0）
段階② 0 0 1 25 26  4 22 26


























































































上級 名詞 ナ形 イ形 動詞 合計 基本形 タ形 合計
段階① 5 0 1 3 9 8 1 9
その先生は （56.0） （0.0） （11.0） （33.0） （100.0） （89.0） （11.0） （100.0）
段階② 0 0 0 9 9 1 8 9
～私に （0.0） （0.0） （0.0） （100.0） （100.0） （11.0） （89.0） （100.0）
表 4　文末の述語のタイプとテンスの予測結果　【人数（％）】
初中級 名詞 ナ形 イ形 動詞 合計 基本形 タ形 合計
段階① 15 6 4 8 33 29 4 33
その先生は （45.5） （18.2） （12.1） （24.2） （100.0） （88.0） （12.0） （100.0）
段階② 0 1 1 31 33 7 26 33











































































































































正 誤 正 誤
段階② 7 2 27  6
段階③ 3 6 12 21







































NS（大学生 26人） 鈴木＝動作主 鈴木＝相手 合計
鈴木さんに  9 17 26
（修飾語なし） （35.0） （65.0） （100.0）
字の上手な鈴木さんに 19  7 26
















NNS（上級 9人） 鈴木＝動作主 鈴木＝相手 合計
鈴木さんに 0 9 9
（修飾語なし） （0.0） （100.0） （100.0）
字の上手な鈴木さんに 6 3 9
（修飾語あり） （67.0） （33.0） （100.0）
表 10　「ひと名詞＋に」と「修飾的要素＋ひと名詞＋に」の比較（NNS）　【人数（％）】
NNS（初中級 33人） 鈴木 =動作主 鈴木 =相手 合計
鈴木さんに 12 21 33
（修飾語なし） （36.4） （63.6） （100.0）
字の上手な鈴木さんに 25  8 33





















帰る 53（45）   言う 15（18）
行く 11（9） 使役 7（9） ／ 受身 4（5）　　合計 11（14）
来る 10（8）   話す 6（7）
  聞く 4（5）
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